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称
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
多
家

神
と
安
藝
都
彦
神
は
異
称
同
一
神

で
あ
る
。「
多
家
神
社
は
初
め
総

社
に
あ
っ
て
、
主
祭
神
は
安
藝
都

彦
神
で
あ
っ
た
」
と
い
う
江
戸
時

代
の
記
録
も
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
十
世
紀
、
平

安
時
代
中
頃
以
降
は
、
多
家
神
社
・

多
家
神
の
名
は
歴
史
資
料
か
ら
消

え
て
お
り
、
江
戸
時
代
に
国
学
者

ら
に
よ
っ
て
我
が
国
の
古
代
史
像

（
神
武
天
皇
東
征
神
話
）
の
見
直

し
が
始
ま
る
ま
で
の
間
、
再
び
、

幻
の
多
家
神
と
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
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法
務
省
認
可
法
人
の
債
権
回
収

業
者
を
名
乗
る
と
こ
ろ
か
ら
「
総

合
消
費
料
金
未
納
分
最
終
通
達

書
」と
書
か
れ
た
ハ
ガ
キ
が
き
た
。

こ
の
ま
ま
だ
と
、
裁
判
手
続
き
を

経
て
、
給
与
差
し
押
さ
え
や
強
制

執
行
を
行
う
と
書
い
て
あ
る
。
全

く
身
に
覚
え
が
な
い
が
、
本
当
に

強
制
執
行
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　「
至
急
連
絡
し
て
確
認
す
る
よ

う
に
」
と
電
話
番
号
が
書
い
て
あ

る
が
、
連
絡
し
た
方
が
良
い
か
。
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こ
の
よ
う
な
ハ
ガ
キ
は
、
何
ら

か
の
方
法
で
入
手
し
た
名
簿
に

基
づ
き
、
大
量
に
送
付
さ
れ
て
い

ま
す
。
請
求
内
容
は
、
債
権
回

収
業
者
を
装
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
利
用
の
未
納
料
の
請
求
を

す
る
も
の
が
最
も
多
く
、
そ
の

他
融
資
の
返
済
、
通
信
販
売
代

金
の
請
求
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
悪
質
業
者
は
「
最
終
通
告
」「
自

宅
に
回
収
に
伺
う
」「
裁
判
所
に

出
廷
」「
差
し
押
さ
え
手
続
き
を

と
る
」
な
ど
と
ハ
ガ
キ
に
脅
し
文

句
を
並
べ
て
、
受
け
取
っ
た
方
が

不
安
に
な
り
、
連
絡
し
て
く
る
の

を
待
っ
て
い
ま
す
。
悪
徳
業
者
は

電
話
し
て
き
た
人
を
だ
ま
し
て
お

金
を
銀
行
口
座
に
振
り
込
ま
せ
ま

す
。
連
絡
す
る
と
、
今
以
上
の
個

人
情
報
を
聞
き
出
さ
れ
、
新
た
な

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。
現
在
ま
で
、
無

視
し
て
実
際
に
業
者
が
自
宅
に
や

っ
て
来
た
り
、
差
し
押
さ
え
ら
れ

た
り
と
い
う
相
談
事
例
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
相

談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ふ
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と
歴
史
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幻
の
多た

け家
神
は
一
体
ど
こ
に
、

そ
れ
を
解
明
す
る
手
掛
か
り
は
古

代
の
歴
史
書
に
あ
る
。『
三
代
実

録
』
巻
二
貞
じ
ょ
う
が
ん観
元
（
８
５
９
）

年
に
は
、
伊い

つ

き

し

ま

都
岐
島
神
（
厳
島
神

社
）、
速は
や
た
に谷
神
に
続
い
て
、
多
家

神
が
従
五
位
上
に
叙
さ
れ
て
い
る

が
、
巻
十
四
貞
観
九
（
８
６
７
）

年
で
は
、
伊
都
岐
島
神
、
速
谷
神

に
続
い
て
安あ

き

つ

ひ

こ

藝
都
彦
神
が
正
五
位

下
に
叙
さ
れ
て
お
り
、
肝
心
の
多

家
神
の
名
前
が
消
え
て
い
る
。
こ

の
安
藝
都
彦
は
、『
藝げ
い
は
ん
つ
う
し

藩
通
志
』

に
よ
る
と
、『
三
代
実
録
』
貞
観

九
年
丁ひ
の
と
い亥
冬
十
月
十
三
日
の
記

事
に
、
初
め
て
登
場
し
た
神
の
名

前
で
、
吉き

び備
に
吉き

び

つ

ひ

こ

備
都
彦
神
が

あ
る
よ
う
に
、
安
藝
國
を
開
い

た
神
で
あ
る
た
め
、
国
人
が
廟

び
ょ
う

を
建
て
て
祀ま
つ

り
、
朝
廷
も
位
階
を

叙
し
て
崇す

う
け
い敬
し
た
。
神
武
天
皇
が

東
征
の
時
に
は
、
こ
の
神
が
出
迎

え
た
と
言
う
。
し
か
し
、
延
長
五

（
９
２
７
）
年
に
完
成
し
た
『
延

喜
式
』
神
し
ん
み
ょ
う
ち
ょ
う

名
帳
に
は
、
安
藝
國
の

三
座
の
名
神
大
社
は
、
佐
伯
郡
に

速
谷
神
社
と
伊
都
岐
島
神
社
の
二

座
、
安
藝
郡
に
多
家
神
社
の
一
座

で
あ
る
と
さ
れ
、
安
藝
都
彦
神
が

消
え
て
、
再
び
多
家
神
が
復
活
し

て
い
る
。

　
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
「
多

家
神
」
と
「
安
藝
都
彦
神
」
の
関

係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
で
あ

る
。
参
考
に
な
る
の
が
『
三
代
実

録
』
と
『
延
喜
式
』
で
、
そ
の
両

方
に
安
藝
國
の
大
社
は
三
座
し
か

な
く
、
し
か
も
佐
伯
郡
二
座
、
安

藝
郡
に
一
座
が
あ
る
の
み
で
、
沼

田
郡
、
高
田
郡
や
賀
茂
郡
な
ど
の

他
郡
に
は
存
在
し
な
い
。「
貞
観

元
年
に
あ
っ
た
多
家
神
が
八
年
後

に
は
安
藝
都
彦
神
と
な
り
、
そ

の
六
十
年
後
に
、
再
び
多
家
神
と

な
る
の
は
、
表
裏
一
体
の
異
称
同

一
神
で
は
な
い
か
」
と
考
察
す
る

研
究
者
も
い
て
、
一
考
に
値
す

る
。
そ
れ
は
、
実
際
に
神
社
の
中

に
は
、
同
一
神
で
あ
り
な
が
ら
別

の
名
前
で
祀
ら
れ
る
祭
神
が
あ
る

か
ら
だ
。
例
え
ば
、
大
お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と

国
主
命

は
大お
お
あ
な
む
ち
の
か
み

穴
牟
遅
神
・
大お
お
な
む
ち
の
か
み

己
貴
神
・

大お
お
も
の
ぬ
し
の
か
み

物
主
神
・
葦あ
し
は
ら
し
こ
お
の
か
み

原
色
許
男
神
・

大お
お
く
に
た
ま
の
か
み

国
玉
神
・
八や
ち
ほ
こ
の
か
み

子
矛
神
な
ど
の
別


